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古代インドにおいて，旱魃は農作業従事者ばかりでなく，為政者にとっ

ても重大な恐怖すべき自然現象であっ
⑴

た。しかも潤沢な降雨と為政者の徳

とは密接に結びついてお
⑵

り，反対に旱魃は悪政を行なう為政者を神
⑶

が懲罰

するものと えられてい
⑷

た。この旱魃と国王との関系に関して本格的な論

を行なったのは J. Gonda (“Ancient Indian Kingship from the Reli-

gious Point of View,”Numen,vol.3(1956),Leiden:E.J.Brill,pp.36-

71）である。彼によれば，王の罪は王国滅亡の原因とさえなる。つまり旱

魃，飢餓，病気，戦さが人民を苦しめるのである。王は降雨に責任をもつ。

インドラ神は王族が正しく国土を統治しているのを見て，適切な時に雨を

降らし，生き物を保護するのであ
⑸

り，反対に王がいなければ雨は降らない
⑹

し，王が罪を犯す，つまり儀礼上でも道徳的にも正義から逸脱すれば，あ

るいは宮廷祭官が間違いを犯せば，雨は降らな
⑺

い。彼はマハーバーラタを

中心としてジャータカを援用しながらこの問題を解き明かしている。そこ

で本稿では，彼の説に従いながら，ジャータカやアヴァダーナといった仏

教文献を中心として，この旱魃と降雨祈願の方法を 察してみたい。
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王の正義と降雨

王の正義と降雨とは密接に結びついている。降雨は王の正義を天が認め

た証左であるとされる。Mahavastu, vol.1, p.277に，王の正義により，

非法は静まり，神は雨を降らし，穀物が実ると説かれている。またジャー

タカには，王の正義に関して 王の10のダルマにかなった行い （dasa-

dhammacariya）という表現が認めら
⑻

れ，さらにこの10とは布施（dana）・

持戒（sıla）・喜捨（pariccaga）・正直（ajjava）・柔和（maddava）・苦行

（tapa）・怒らないこと（akkodha）・不殺生（avihimsa）・忍耐（khanti）・

争わないこと（avirodhana）を指
⑼

す。反対に旱魃（avrsti）は非正義（a-

dharma）の結果であ
⑽

る。また王の嘘は旱魃という罰則を受けるとある。

旱魃の原因

第１に王の圧政が旱魃の原因となる場合である。Bodhisattvavadana-

kalpalata第64章の Sudhanakinnary-avadanaでは，マヘーンドラセーナ

王が耐え難いほどの懲罰を課し，あらゆる人の財産を奪い，時ならぬ悪政

をして人民を苦しめた。その為雨は降らず，飢饉という災難が生じた。人

民は彼を見捨てダナ王の都，ハスティナープラに逃げた（64. 13-24）。 王

は降雨のためチトラという名のナーガの王－彼の威力によって穀物が豊か

に実る－を捕まえる手段を講じた（25-38）。ヴィドャーダラという名前の

行者が呪文を唱え 境界どり （digbandha）を行なってナーガを捕獲した

（39-47）とある。

第２に徳ある王の放逐が旱魃の原因となる場合があげられる。Maha-

vastuの Vijitavin-jataka（vol.3, pp. 41-44）では，ミティラー（mithila)
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のヴィジターヴィン王は余りにも気前よく誰であれ，何であれ与えた為，

国庫が破綻した。これを怒った人々は王を追放した。この徳ある王が追放

されて以来，ミティラーの都には雨が降らず，そのため食物が不足し，泥

棒や敵に悩まされた。 そこで町の人々は王に過ちを請い，王が再びミテ

ィラーの王位に就くと，王国に雨が降り，多くの穀物に満ちた，とある。

また，Manicora-jataka（no.194,vol.2,pp.121-125）でも，ベナレスの王

が大変荒々しい行為をして，徳の具わったスジャーターを苦しめたため，

インドラによって首をはねられた，とある。このさい， もし王が正義に

反するならば，神は非時に雨を降らし，正しい時に雨を降らさないで，飢

饉の恐怖，病気の恐怖，剣の恐怖という三つの恐怖が起こるであろう と

説かれている（p.124）。

第３は徳ある聖者への王による非道が旱魃の原因の場合である。Maha-

vastuのKsantivadin（vol.3, p.360＝Jataka no.313）によると，ベナレス

のカラバ王が，ウッタラクルからやって来たクシャーンティヴァーダ

（ksantivada）仙人の手足などを切断して彼の忍辱を確かめた。最後に仙

人は 王は自らの業果を受けなければならない として，神々・ナーガ・

夜叉に 雨を降らさないように。まかれた種は暑さに焼かれ風に吹かれて，

芽を出さないであろう と言い，その通りとなったとある。

第４は王の責任ではない旱魃の例である。まず世界の帰滅時の特徴とし

ての旱魃がある。漢訳 長阿含経 の 世記経 三中劫品 （大正１，

144a-145a）には，住劫のうちに，刀兵・穀貴・疾疫という三中劫があり，

その第２の穀貴（飢餓）劫の説明として， 多くの人々は道にはずれた行

いをし，まちがった えや，さかさまな えをもち，十種の悪い行いをな

すのである。この行いの悪さによって，天は雨を降らさない とある。さ

らにMahasupina-jataka（no.77, vol.1, p.336）では，夢占いの一つとし
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て，未来に正義を守らない卑小な王たちや，正義を守らない人々があらわ

れ，その世界が顚倒して，善がほろび，不善がさかえ，世界が滅亡する時

に（lokassa parihanakale），雨が正しく降らず（devo samma vassissati），

雲の足が切られ，穀物がしぼみ，飢餓（dubbhikka）となるであろうとあ

る。これはカリの時代の特徴としてMahabharata 3.186.43-45にも説か

れている。インドラ神は季節に応じた雨を降らさず，全ての種子は成長し

ない。非法の果実（adharmaphala）がこの上なくでき，ダルマを守る者は

短命になるとある。次は星宿の異常による旱魃である。Divyavadana

（Vaidya ed.）no.20の Kanakavarnavadanaでは，カナカヴァルナ王は正

義を守り正義によって統治していたが（p.180, l.32）， 星宿の異常 によ

って12年間の旱魃が起こった（p.181, l.6）とある。王はなけなしの食物

を これはカナカヴァルナ王の最後の食事の布施です。この功徳の根本に

よってジャンブドヴィーパの一切の人類が貧乏を切断できますように と

言って，辟支仏に布施をした。この功徳によって，四方に雨雲が起こり風

が吹き雨が降り，さらに穀物などが降ってきた，とある。

第５に旱魃が仙人の苦行力による場合である。これについては，一角仙

人の物語が興味深い資料を提供している。Bodhisattvavadana-kalpalata

第65章（Ekasrnga-avadana）では，一角仙誘惑の原因は旱魃ではなく婿選

びであり，さらに降雨の記述もない。これとほぼ同じ内容をもつMaha-

vastuの Nalinı-jataka（vol.3, pp.141-152）も同じである。 摩 僧祇律

（大正22，232b-233a)にも旱魃の記述は認められない。ところがNalinika-

jataka（no.526）では，イシシンガ仙の苦行を恐れたインドラが３年間

カーシ国に雨を降らさず，人民は王を非難した。王は斎戒を保つもその効

果はなかった。 イシシンガが苦行の妨げをなす雨降らす神を怒っている

から，彼の苦行の断絶こそが必要だ というインドラの助言を聞いた王は，
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王女ナリニカーを派遣し，彼を誘惑させる。彼女と仙人が結ばれた途端，

彼の戒の力は失せた。彼女らがベナレスに戻ったとき，インドラは満足し

て雨を降らせたとある。ここでは苦行者の力が旱魃の原因とされる。 大

智度論 （大正25,182c-183c）にも，５神通を得た一角仙が山に登ろうとし

た時，雨で道がぬかるみ足元悪くすべって足を傷つけ，怒った彼は12年間

雨を降らさぬよう呪文をかけたことが旱魃の原因とされる。遊女の扇陀が

仙人と交わった時，彼の神通力は失せ雨が降った。 根本説一切有部毘奈

耶破僧事 （大正24，161a-c）もほぼ同様の内容である。ここでは雨で滑っ

たとき持っていた瓶が壊れ，怒った彼が12年間雨を降らさない呪文をかけ

たことが旱魃の原因である。王女の寂静が彼と交わったとき，彼の神通力

は失せ，雨が降った。一方Mahabharata 3. 110-113では，アンガ国のロ

ーマパーダ王の過失が旱魃の原因とする。王がバラモンたちを迫害したた

め，インドラは雨を降らさず，人民は苦しんだ。その贖罪のため，遊女が

仙人を連れて来ると雨が降ったとある。Ramayana 1. 8でもローマパー

ダ王の暴政のために（vyatikramad）旱魃が起こり，遊女が彼を連れて来

ると雨が降り，王女シャーンターを与えたとある。Bhagavatapurana 9.

23. 7-9も同様の内容をもつ。このように同じ物語でも，仏教の文献では

仙人の苦行力が旱魃の原因であり，ヒンドゥー教の文献では王の圧政がそ

の原因とされているのである。

降雨祈願

旱魃の原因は特に明記されておらず，降雨祈願の方法が強調されている

場合もある。これは如何にすれば降雨が実現するかということに力点が置

かれているものである。ところでこの降雨祈願には，仏教文献とヒンドゥ
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ー教の文献とでは大きな相違が見出される。まず仏教では，徳あるいは徳

あるものが，降雨の方法と えられている。Avadanasataka no.13

（snanta, vol.1, pp.71-77）では，旱魃のとき，王はチャンダナ仏供養によ

り降雨を祈願し（adhyesitum pravrttah），仏と弟子たちに３ヶ月の逗留を

願い彼らを沐浴すると，インドラ神が雨を降らした（p.76, ll.6-7）とある。

また同じAvadanasataka no.37（sasa, vol.1, pp.206-212）では，大旱魃

の時，食べる物がなくなったので兎が自ら火に飛び込んで，自分の肉を仙

人に食べさせようとしたとき，雨が降った。その時の兎の真実語は，

aranye me samagamya viveke ramate manah /anena satyavakyena
 

mahendro deva varsatu //（p.210. ll.6-7）とあり，兎の徳行と彼の真実

語が降雨の方法とされている。同じ徳行と真実語による降雨祈願として，

Maccha-jataka（no.75, vol.1, pp.329-332）がある。ここでは，コーサラ

国で旱魃が起こった時，ブッダが多くの生き物を苦しみから救おうとする

慈悲心からジェータ林の蓮池－今は涸れて泥だけであったが－の階段の端

に（dhurasopane）立つと，サッカ神の命を受けた雨雲の神（vassavalaha-

kadevaraja）が雨を降らした。その前世物語で，菩薩である魚が旱魃で池

が干上がり仲間の魚がカラスに食べられるのを見て 真実語を行なって雨

を降らせ，親族を死の苦しみから救おう と思い，パッジュンナ神に真実

語を行なうと，雨が降ったとある。

いっぽう，Vessantara-jataka（no.547,vol.6,p.487）では，カーリンガ

国に旱魃が（dubbutthika）起こった。穀物は実らず，大飢饉となり，

人々は暮らしていけず，盗みをはたらいた。人々の窮状を知った王は戒を

守り七日間潔斎したが，雨を降らせることは出来なかった。市民たちは，

ジェートゥッタラの都に住む，サンジャヤ王の子，ヴェッサンタラが吉

祥な象（mangalahatthi）を飼っている。その象の行くところには必ず雨
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が降る。バラモンを派遣してその象を貰い受けて下さい と願う，とある。

ここでは王の潔斎という徳行，さらには吉祥な象とが降雨の有効な方法と

されている。この内容を敷衍したものに，Kurudhamma-jataka（no.276,

vol.2, pp.365-381）がある。カリンガ国のダンタプラではカリンガ王が国

を治めていたが，雨が降らず，旱魃への恐怖（dubbutthibhaya）・飢饉

（chataka）への恐怖・病気への恐怖という三つの恐怖が生じた。人民の悩

みを知った王は降雨を求めて，１）布施（dana）をし，斎戒を保ち

（uposatham adhitthaya），戒を正しく守り（sammadinnasıla），寝室で七日

間クシャ草の床に（dabbasanthare）横たわる。２）インダパッタ（in-

dapattanagare）のコーラヴィア国王（koravyaranno）ダナンジャヤ

（dhananjaya）の所有するアンジャナヴァサバ（anjanavasabha）という名

の象をバラモンを派遣して求める。ところが，（１）と（２）は効果なく，

そこで第３の方法として，クル国の国王を始めとする11人が守るクル国法

（＝五戒）を黄金板に書いて（suvannapatte likhitva）持ち帰る。王はその

法を実践すると雨が降った，とある。

いっぽうヒンドゥー教では神の崇拝とか，特別な祭式，マントラといっ

た儀礼が降雨の有効な方法とされている。Śivapurana 4. 3-4では，アト

リ仙（atri）が妻のアナスーヤー（anasuya）と連れ立って苦行していた時，

100年間もの旱魃（4.3. 9:anavrstir...satavarsikı）が起こった。仙人は苦行

に専念し，妻は粘土製のリンガを作りシヴァ神を崇拝した（4.3.17cd-

18ab: parthivam sundaram krtva mantrena vidhipurvakam // manasair
 

upacarais ca pujayamasa sankaram /）。満足したガンガー女神は妻の前に

現われ，井戸を掘るように指示した。他の仙人たちもこの井戸に集まり，

ついに雨が降った，とある（4. 4. 60ab）。また，同じ Śivapurana 4. 24で

は，ガウタマ仙が妻のアハルャー（ahalya）と連れ立って苦行していた時，
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100年間もの旱魃（4.24.4:anavrstir...varsanam ca satam）が起こった。仙

人の苦行に満足したヴァルナ神が現われると，仙人は降雨を願う（4. 24.

10b:vrstim ca prarthayat tada）。ヴァルナ神は，降雨は不可能だがその代

わりに井戸を掘るよう指示した，とある（4. 24. 15d:gartas ca kriyatam
 

tvaya）。

その他のヒンドゥー教の文献にみる降雨祈願の儀礼は鎮静（santi）と火

供（homa）に代表されよう。Hiranyakesigrhyasesasutra 1.6.27［92,8-

21］では，旱魃を鎮める儀礼（anavrstisanti）が説かれる。ここでは四人

のバラモンを食事に招き，瓶に水を張ってそこに金で出来たヴァルナ神像

をおき，この神を念じながらヴェーダ・マントラを唱えるとある。この鎮

めの儀礼にヴァルナ神が関係することは Skandapurana 7.1.226.2-3にも

説かれている。あるいはAtharvavedaparisista 31. 4. 5（anavrstibhaye
 

caiva kotihomam prayojayet //）のように，1000万回の火供（koti-

homa）を説くものもある。あるいはマントラを唱えて特別の神または星

宿を供養することにより，旱魃を沈静化する方法もある。例えば Devı-

bhagavatapurana 11. 24. 57-58では乳粥（payasa）を100回一週間火に献

じてもよいし，水に一週間マントラを唱えても，あるいは水に灰を100

回投げても雨を期待出来るとされる。Kautilyarthasastra 4. 3. 12では，

降雨のない時にはシャチーの夫・ガンガー女神・山の神・マハーカッチャ

（ヴァルナ神？）の供養を行なわせるべき，とある。Vaikhanasagrhya-

sutra 3.21［51,12-13］では，旱魃を起こす特別な恒星の供養を強調し，

Laksmıtantra 47. 27cd-31では，泥を手に取り水を混ぜて，それに300回

キールティ（kırti）マントラを唱え，このマントラを念じながら空中に投

げると，泥は雨雲になり世界中に雨を降らす，とある。
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注

⑴ 旱魃（anavrsti）は，大雨・イナゴ・ネズミ・鸚鵡・異常接近した他国の

王とともに６種の国難（ıti）の一つと えられた。P. V. Kane,History of
 

Dharmasastra, Poona: Bhandarkar Oriental Research Institute, vol.3,

1973,p.16,fn.203;Kautilyarthasastra 4.3.1を参照。またRajataranginı

はカシミールでの飢饉を紹介している。Kane,op.cit.,pp.163-164を参照。

⑵ 水は正義（dharma）を具現化したものであり，水は正義に従ってこの世

にやって来るとされた。Sylvain Levi, La doctrine du sacrifice dans les
 

brahmanas,Paris:Bibliotheque de l’École des Hautes Études,1898,p.160.

⑶ ヴァルナ神は王の懲罰者と えられた。Manusmrti 9.245;Kane,op.cit.,

p.176を参照。

⑷ 理想の王は 正義の具現化した ダルマラージャであり，国の豊穣と繁栄

は王の美徳に負うものである。つまり正義と降雨とが深く結びついている。

降雨と穀物の実りは地上の王の美徳と正義に負う。王の美徳が損なわれると，

宇宙の秩序がかき乱され，旱魃が起こる。 Ananda K. Coomaraswamy,

Yaksas.Essays in the Water Cosmology. New edition revised and enlarged,

edited by Paul Schroeder,New Delhi:Indira Gandhi National Centre for
 

the Arts,1993,pp.115-116.

⑸ Mahabharata(Poona edition)1.58.14cd.

⑹ Mahabharata 1.99.40cd.

⑺ Gonda,op.cit.,pp.42-43.

⑻ 例えばRohantamiga-jataka(no.501,vol.4,p.419),Sarabhanga-jataka

(no.522,vol.5,p.124),Sama-jataka(no.540,vol.6,p.94)を参照。

⑼ Nandiyamiga-jataka(no.385,vol.3,p.274).

⑽ Śatapatha Brahmana 11. 1. 6. 24;dharmo va apas tasmad yademam
 

lokam apa agacchanti sarvam evedam yathadharmam bhavaty atha
 

yadavrstir bhavati balıyan eva tarhy abalıyasa adatte dharmo hy apah/.

Cf.Sylvan Levi,La doctrine du sacrifice,p.160.

Cetiya-jataka(no.422,vol.3,p.458).

その他 Divyavadana (chap.30)のSudhanakumaravadana, Bhaisajya-

vastu(N.Dutt ed.Gilgit Manuscript III.1,123-149)， 根本説一切有部毘

奈耶薬事 （大正24，59-64），Mahavastuの Srıkinnarıjataka (vol. 2, pp.

94-115)を参照。

これについては，拙訳 世記経 三中劫品 （月刊 アーガマ 第99号，

1988年）の解題を参照。最近では同朋大学の福田琢氏が加藤清遺稿ノートの
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チベット訳 世間施設 和訳を，最新の研究成果を踏まえながら，発表して

いる。

その他同じジャータカに（p.340），同じ夢占いの一つとして， 未来に正

義を守らない王の国では風が異様に激しく吹いて，虚空の神々の神殿をゆさ

ぶるであろう。自分達の神殿が揺さぶられると，神々は怒って雨を降らさな

いであろう とある。

金色王経 （大正3,388a-390c）。その他 菩薩本行経 （大正3,109c-110

b）は，辟支仏への布施と人民の十善の保持を説く。

p.183,ll.16-17;ayam rajnah kanakavarnasyapascima odanatisargah/

anena kusalamulena sarvajambudvıpakanam manusyanam daridrya-

samuccheda syat/

その他，Avadanasataka no.32(kavada,vol.1,pp.173-176)の王の布施

に満足したインドラの言葉 (p.176, ll.6-7; aham saptame divase tatha-

vidham mahendram varsam utsraksyami yena sarvasasyani nispatsyanta
 

iti)に同様な表現が認められる。

同じくMahabharata 9.50.6-7にもダデイーチャ仙（dadhıca）の苦行を

恐れたインドラがアプサラスのアランブサー（alambusa）を派遣して彼を

誘惑させたとある。

真実語について，従来の研究成果を踏まえさらに文法学の視点から 察を

加えた論文に，八木 徹 Saccakiriya-（“真実”の“定式化”） 東方学

第104輯，141－154頁がある。

Jataka, vol.1, p.331:saccakiriyam katva devam vassapetva natake
 

maranadukkhamocessami.

その他同じジャータカに（vol.6, p. 585） 国は豊かですか，雨は絶えま

せんか （kacci phıtajanapada,kacci vutthi na chijjatıti）という表現，さ

らにMahabodhi-jataka (no.528,vol.5,p.242)に 雨もまた降り雪もまた

濡れるからこそ，そのために穀物実り，国もまた長きにわたって守られる

（yasma ca vassatıdevo himam canuphusıyati/tasma sassani paccanti
 

ratthan ca pallate ciram // 167）という表現も認められる。その他Ma-

havastu vol.2 (Śyamaka-jataka)p.216にも 天は雨を正しく降らすか。

穀物は実るか という表現が認められれる。

Mahavastu vol.1, p.287は，ミティラーの町に病気が蔓延し，困った王

がバラモンをベナレスに派遣してそこにいる吉祥な象を貰い受けたという物

語を説く。ここでは旱魃ではなく流行病となっている。

Cf.Gonda,op.cit.,p.55.
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anavrstibhaye jate santim tatraiva karayet/varunım vipramukhyais tu
 

bhavayet udakair mahım //meghaih pratisthitam lingam yatra nityam
 

prapujyate/anavrstibhayam kimcin na ca tatra prajayate//

varsavagrahe sacınathagangaparvatamahakacchapujah karayet//

anavrstiganam arcayati
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